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印象に残った写真集 

  

 

 
 色とりどりのクラフト雑貨  



わたし的No.1ウガ飯です！正直、ウ
ガ飯は口に合わないものもあったの
ですが、農家さんが作ったこのご飯
はとってもおいしかったです！特に
チキンスープは絶品で、虫が浮いて
いたのですがそれも含めて衝撃的で
した。（佐川 明日香）

農家さん
の食事

瀬戸隊員の任地先の農家さんが手作

りのウガンダ飯でおもてなししてく

れました。出来立てはとても美味しく

て格別でした！農家での暮らしや家

族のあたたかさを感じることがで

き、とても素敵な時間でした。

（遠藤 いさみ）

農家さん
のウガンダ飯

ウガンダではマトケが庭で豊かに育

ち、食べ物に困ることは稀です。この

米が実らない稲穂は、ウガンダでの

稲作栽培の遅れだけでなく、多様な

食材が豊富に手に入る現れだと感じ

ました。（廣瀬 愛）

食べ物に困
らないウガンダの稲作

ホイマの金井隊員の活動地にて、マト
ケ(バナナ)の収穫体験をさせて頂き
ました。収穫したバナナを頭の上に
乗せようとしたのですが難しく、両手
を離すことは出来ませんでした。
(滝本大翔)

マトケ収穫



日本の子どもたちが用意したうちわ
や折り紙の花を喜んでくれた、あし
ながウガンダの子どもたち。交流授
業を通して、子どもたちの笑顔や純
粋さは、どこの国でも変わらないの
だと改めて実感しました。（宮本 渚）

すてきな笑顔

あしながウガンダにて交流授業の1つ

としてうちわ作りを行いました。「名

前を日本語でどう書くのか」と聞か

れ、教えたカタカナを一生懸命に書い

てくれました。書けたうちわを自慢げ

に見せてくれる姿が印象的でした。

（滝本 大翔）

あしな
がウガンダで

うちわ作り

日本から持参したうちわをウガンダ

の子供たちに渡すと、目を輝かせて

笑顔を見せてくれました。無邪気で

明るい表情がとても印象的で、文化

を超えた交流の温かさを感じまし

た。（坂入 晃）

日本とウ
ガンダも同じ！



難民居住区内の初等教育校で、「私
を写真に撮って！」と言ってきた女
の子です。私たちが訪問した学校で
は教科書やノートを持っている子が
少なかったですが、子供たちの学び
への意欲はすばらしいものでした。
（廣瀬 愛）

私のノート、見て！

折れた鉛筆をテープで補修し、筆箱も

なく持ち帰る子。幼い兄弟を背中に背

負って下校していく子。境遇は一人一

人違えど、皆、笑顔が輝いていた。「学

校」という場所が子ども達にもたらす

ものの大きさを改めて感じた。

（諸星 智慶）

「学校」という場所の大切さ

裸足で元気いっぱいにボールを追い

かける活気ある少女たちの笑顔が印

象的でした。生活は苦労が絶えない

彼女たちですが、勉強も好きなこと

にも一生懸命な姿を見て、強さやた

くましさを肌で感じました！

（遠藤 いさみ）

女子サッカー



難民居住区でバスに乗り込むと、子どもたちがどこまでもどこまでも追いかけてきた。必死に手を振るそのけなげな姿と笑顔に、胸が熱くなるのを感じた。(倉沢 美穂)

希望のきらめき

難民居住区にあるMombasa初等教

育校からの帰り道。バスで出発した私

たちの元へどこまでも、どこまでも追

いかけてくる子どもたち。たくさんの

笑顔！一生忘れらない思い出となり

ました。（木村 昌司）

どこまで走ってくるの？ 

難民居住区の小学校で、子どもたち

が英語の授業を受けている様子で

す。先生の声に続いて何度も英語を

唱えて音の勉強をしている姿が印象

的でした。自分の授業にも取り入れ

てみようかな。（佐川　明日香）

I have a basket



難民居住区からの帰り道、考えを巡
らせる中、アルバート湖へ。コンゴ民
主共和国からの難民はこのアルバー
ト湖をボートで渡ってくるという。今
日も何人がここウガンダへ辿り着い
たのだろう。(木村 昌司)

アルバート湖に沈む夕日

蛇口をひねれば水が出る日本。しか

し、世界には子どもたちが毎日、重い

水を運ぶ暮らしがある。私たちはこの

現状から目を背けず、何ができるか

を考えたい。（倉沢 美穂）

見つめるべき この地球の歩み



ドーハのホテルへ～１日延長～

アフリカ東部に生息するハシビロコ
ウ。UWECにいるハシビロコウの名
前は全て「スシ」。直接触れることが
できるとは思いませんでした。この
写真は低学年の子どもたちの食いつ
きが抜群でした。（宮本 渚）

with SUSHI

エンテベ動物園で見たハシビロコウ

は、動かずじっと佇む姿が印象的で

した。大きなくちばしと鋭い目つきが

特徴的で、迫力がありながらもどこ

かユーモラスに感じられました。

（坂入 晃）

距離の近さに大興奮！

番外編

予定通り飛行機が飛ばず、皆お疲れ

のはずなのに素敵な笑顔！ハードな

日々でしたが、前向きに真剣に取り

組む仲間達と一緒だからこそ、より

沢山の物を得ることができた研修に

なりました。感謝の気持ちでいっぱ

いです。（諸星 智慶）


